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１．はじめに

我が国の社会資本は、建設後数十年が経過しているものが多く存在し、劣化の進行によって多額の維持管

理、更新費用がかかる状況になりつつある。また、少子・高齢化の時代を迎えるのに伴い、蓄積された社会

資本の延命化を図り、これを有効活用するための総合的国土マネジメントが重要視されてきている。

　このような情勢下において、重要な社会資本である橋梁に対しても、効率的で適切な維持管理を行い、延

命化を図る工夫を施すことが重要な社会的ニーズとなっている。

　また、建設省が中心になって2004年の完成を目指している建設ＣＡＬＳに対して、多くの業界が迅速な対

応を求められている。ＣＡＤ中間フォーマットに基づく２次元電子図面の作成、設計情報との連携、３次元

データモデルの生成など、建設ＣＡＬＳへ対応するためのシステム開発が今後急速に膨れ上がることが予想

される。

　筆者らは、このような課題を解決するために、建設ＣＡＬＳの流れの中で橋梁の維持管理を効率的に支援

するシステムの共同開発を進めている。本システムは、橋梁の部材ごとの劣化状況や補修履歴などを３次元

データモデルの中で一元的に管理し、現状の正確な把握と対応策の急速な立案を支援することにより、恒久

的な橋梁保全に資することを目的としている。

２．システム構築の目標

　道路橋で発生する損傷は、架設地点の環境や交通量などで異なる。しかし、個々の橋梁における損傷の程

度や劣化の進行状態を容易に把握でき、橋梁の構成部材の配置状況や役割を確認できれば、的確で具体的な

対策を速やかに施すことが可能となる。

　また、不慮の災害発生時に於いても、損傷が発生している部材を正確に把握することにより、損傷が進行

した場合の橋梁全体への影響を想定でき、迅速で的確な対策工選定が可能となる。

　そこで、本システムは橋梁構造全体を３次元データモデルとして立体的に扱い、維持管理（発生損傷種類・

損傷度・損傷状況写真・補修履歴など）に関する情報を各部材やブロックごとに一元的に管理することによ

り、橋梁の損傷や劣化状況をパソコン上で容易に把握・確認できることを目指して開発を進めた。
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【橋梁点検データ】
　①損傷状況データ
　②損傷写真データ
　③補修履歴データ

【橋梁総括データ】
　①道路基本データ
　②構造情報データ
　③現橋写真データ



３．システムの概要

　本システムは、Windows で稼働する市販の３次元ＣＡＤとデータベースソフトをベースにして構築され

ている。３次元情報となる橋梁構造データは、本システム専用の入力システムを利用して容易に生成するこ

とができる。

　ここで生成された「３次元橋梁構造データ」中の各部材やブロックは、「橋梁総括データ」および「橋梁

点検データ」とリンク付けされ、３次元データモデルとして保存される。

表－１　リンクデータ項目

図－２　システム概要図

４．おわりに

　本システムの開発結果として、

　　①橋梁の構造細部が容易に確認できる。

　　②損傷が発生している部材を正確に把握でき、対策工決定の迅速な支援が可能となる。

これにより、現橋の正確な把握が容易になり、維持管理業務の効率化を図ることが可能となった。

今後、データの蓄積と整備および機能強化などを行い、システムの充実を図って行く予定である。

『道路基本データ』 『構造情報データ』 『現橋写真データ』 『損傷状況データ』
　・橋梁の基本的データ 　・橋梁の設計当初構造データ 　・現橋路面上写真 　・損傷種類、損傷ランク、損
　・照明、舗装、幅員、防護柵 　・設計条件（適用示方書、交 　・現橋側面写真 　　傷発生原因、推測される影
　　交差物、添架物　等 　　通量、地盤種別　等） 　・桁下写真 等 　　響、対処
　・上下部工の形式、材種 　・上部工主桁の断面力、断面 『損傷写真データ』
　・塗装履歴、補修・補強履歴 　　応力度、たわみ値　等 　・損傷部状況写真
　　点検履歴　 　・下部工の安定計算結果、支 『補修履歴データ』

　　持地盤の鉛直バネ定数　等 　・点検履歴、補修・補強履歴
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